




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































念が意味するものとは な 者が義を認識す ために用いる手段 ることが判明 。　
以上二つの意味内実を総合する形でエックハルトが語ることは、次






















































































































Vgl. Stephan Grotz, Negationen des Absoluten. M




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































たない理由は、両者の関係が判然としていないからだ ではな 。グッドマンの芸術論、ひいてはグッドマン 哲学全般に関 るもっと大きな理由があるのである。　
グッドマンの芸術論の特徴は２つあると考えられる。すなわち、①芸術

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Gergely, G., Bekkering, H., & Király, I. ︵
2002 ︶. Developmental psychology: Rational 


















































































































































































つ﹁個人レベルのＳＣ﹂とする立場も存在し、地域の特徴である﹁地域レベルのＳＣ﹂とする との議論に決着はついていない。そのため、近年では個人レベル・地域レベルの変数を区別し アウトカムとの関連について、個人レベル・地域レベルの違 を検討すること
ができる手法の、マル
































単位の選択にも明確な理由があるものは少ない。しかし、ＳＣは文化や歴史と関連している ので、地域の文脈的な背景を反映 た﹁地域﹂の設定が必要だと考えられ 。２つ目は、年齢差である。社会関係と健康との間連については、年齢によって違いがあり、特に高齢者は だけでなく、健康状態も加齢に伴って変化する。しかし、国内の先
行研究では年齢
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































平均値（95%信用区間） SD 平均値（95%信用区間） SD
切片 －0.94 （－2.47 ─ 0.52） 0.76 －1.02 （－2.80 ─ 0.40） 0.80
性別
男性
女性 －0.34 （－0.88 ─ 0.20） 0.28 －0.34 （－0.88 ─ 0.20） 0.28
教育歴
高校以下
専修学校以上  0.28 （－0.60 ─ 1.14） 0.44  0.29 （－0.61 ─ 1.18） 0.45
婚姻状況
既婚以外
既婚  0.14 （－0.47 ─ 0.76） 0.31  0.15 （－0.47 ─ 0.76） 0.31
主観的健康感
不良
優良  1.35 （ 0.20 ─ 2.60） 0.61  1.39 （ 0.19 ─ 2.70） 0.63
個人レベルのSC
認知的SC  0.25 （ 0.11 ─ 0.55） 0.11  0.34 （ 0.12 ─ 0.57） 0.11
構造的SC  0.19 （－0.10 ─ 0.51） 0.16  0.22 （－0.09 ─ 0.54） 0.16
地域レベルのSC
認知的SC －0.20 （－0.62 ─ 0.23） 0.22






平均値（95%信用区間） SD 平均値（95%信用区間） SD
切片 －0.11 （－0.65 ─ 0.47） 0.29 －0.09 （－0.65 ─  0.47） 0.29
性別
男性
女性  0.05 （－0.30 ─ 0.41） 0.18   0.04 （－0.32 ─  0.40） 0.18
教育歴
高校以下
専修学校以上  0.16 （－0.20 ─ 0.53） 0.19   0.16 （－0.21 ─  0.51） 0.19
婚姻状況
既婚以外
既婚 －0.04 （－0.45 ─ 0.36） 0.21 －0.01 （－0.43 ─  0.40） 0.21
主観的健康感
不良
優良  1.08 （ 0.64 ─ 1.53） 0.23   1.09 （ 0.64 ─  1.54） 0.23
個人レベルのSC
認知的SC  0.16 （ 0.04 ─ 0.29） 0.07   0.18 （ 0.06 ─  0.31） 0.07
構造的SC  0.32 （ 0.18 ─ 0.48） 0.08   0.13 （ 0.21 ─  0.51） 0.08
地域レベルのSC
認知的SC －0.16 （－0.43 ─  0.11） 0.14





























































































































人口過密地区の人種的にマイノリティで貧しい人々は、ネットワークに参加する人ほど精神的苦痛が高いこと 示している。同様 本研究の結果は、地域・個人の特性によっては、 が健康に悪影響を及ぼす可能性を示唆するものである。
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なざしを送ることが、学生の学びの質のみならず学生 地域貢献活動や大学の地域貢献のありよ を、ひいては大学 未来と地域の未来をも変える力を持ち得るという展望を描き 本論を締めくく た。尚、今後の研究課題としてはゼミ内での学生同士の学びのプロセスや より長いスパンで
の


















































































































































































轄され、くすり 適正使用協議会︵製薬企業 会員となった職業団体︶が中心となってさまざまな教材が開発されている。しかし、ルールブックだけではスポーツの本質を ぶこと きないように、現行の薬教育だけは薬の本質は学ぶことはできない。本質が見えなければ 在、日本社会が抱えているさまざまな薬問題 根本的な解決には向かわないだろう　
20世紀以降、抗生物質、ワクチンに代表される新薬の開発は、結核や天


































































































































































































まったく見えないことが問題点として挙げられる。薬 原材料が天然薬材に由来していた時代は顔が見えないに も、その匂いや色から想像することができた。しかし、明治維新以降、原材料が石炭・石油に変わったことは大きな転換点であった。それは、石油に問題点 あるのではなく、つながりが見え くなったことに問題があるのである。次に薬を作る営みが遠ざかったことが挙げられる。明治時代に医師と製薬が離れ 高度経済成長時代に民衆から離れ、そ ＧＭＰ基準︵高水準の設備を持つ工場においてのみ製薬を許可する︶によ 薬剤師からも失われ、製薬は企業だけのものに独占されてしまった。もうひとつ、教育に目を向けると、物語失われてしまった。語り聴く いう関係性が失
われ、薬がもっていた教育





























































































































も、チベット医とは、日本人が考える国家資格ではなく、民衆からの信頼によって社会のなかで必然的に生じるものといえる。その信頼とは、医学生がどのように成長し 何をどのように学んでいるかを民衆が知っていることによって生まれる。チベット医学の学びには、医学、薬学だけではなく、詩文、仏教、声明など多様な学びが包括されており、民衆と知的共感を生みだしやすい環境にある。こうして自然、社会とつながること 、薬に対する民衆の信頼、言い換えれば﹁薬に対する当事者意識﹂ 生みだされているのである。　
第三章では筆者による薬教育実践を記述した。身近な山に入って薬草を



























































































































































ポーツ、芸術が、個人レベルだけにはとどまらず、人間教育、国際的な平和教育などの動きへと発展しているよう 、薬もそ らの流れの一つとして加わっていけるはずでは いかと考えている。現在、筆者は長野県上田市別所温泉にお て﹁森のくすり塾﹂ いう名称で活動している。まずは自分自身が薬の営みを続ける実践者であることこそが、 稿の研究をさらに深めるために大切なことであろう。そして、薬教育 関心のある方々来訪を心
より待ち望むものである。
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